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26 鋳造排気

自動車のエンジンを製造する当工場は排出臭気の対策として、集塵機と活性炭を用いて対策を実施していましたが、周辺からの苦情発生により、改善しなければ操業停止の処分とな

る事になりました。そこで弊社にお問い合わせ頂き、早急に対策検討を致しました。

時間に限りがありましたが、まずは現状把握から行いました。

排出条件と周辺環境をご教示頂き、拡散シミュレーションを行

い、臭気の飛散状況を確認しました。

シミュレーションの結果、消臭剤噴霧による対策が有効である

ことがわかり、早急に実機導入の運びとなりました。

導入後、苦情が収まり、操業停止を回避する事ができました。

2019年7月現在でも定期的に消臭剤をご購入頂いています。

>>消臭剤噴霧条件
　消臭剤マイクロゲルスプレーシステム
　使用消臭剤：マイクロゲルC-TK、S-NE
　鋳造・中子造形　2,600m3/min、中子砂処理　160m3/min
　＊効果測定未実施

→Answer

マイクロゲル
スプレー

C-TK

 

拡散シミュレー
ション

アルミ鋳造工程排、中子造形、砂処理工程排気

海外
（中国）

対策完了までに要した期間
　　　　　6ヶ月

活性炭装置

既存の活性炭装置は
取り外し

ファン
鋳造・中子造形　
2,600m3/min

消臭剤噴霧ノズル

工場建屋

▶臭気拡散シミュレーション『カルモス』▶消臭剤噴霧の様子 ▶消臭剤200kgポリドラム

工程概要

お問合せ

メールでのお問合せ

打合せ

日本国内での打合せ

拡散シミュレーション

臭気影響度の把握
対策案検討

対策設備の導入 対策完了

消臭剤輸出販売 苦情の再発無し
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▶消臭剤噴霧装置
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24 鋳造工場　場内・場外排気対策

中国の日系鋳造工場において、鋳造工程から発生するフェノールやアルデヒド類の臭気による苦情が発生していました。建屋が大きく、排気設備が屋上ベンチレーターのみの為、

建屋全体で臭気レベルを低減させる方法を模索していました。

コンサルテーションを行い、工場建屋内及び敷地内外の臭気調査を実施しました。

工場建屋内の臭気が強くなる箇所を特定し、対策の優先順位付けを行いました。

簡易バブリングテストを実施し、中子エリアでは消臭剤マイクロゲルの空間噴霧、

鋳造エリアでは局所排気設備を製作し、ダクト内部で高濃度臭気を処理することで工

場内の臭気レベルを大幅に低減する事が出来ました。

>>結果
　消臭剤マイクロゲルスプレーシステム
　使用消臭剤：マイクロゲルC-TK、S-NE
　

→Answer

マイクロゲル
スプレー

C-TK

コンサル
テーション

採取場所

原臭臭気濃度

消臭剤噴霧時臭気濃度

脱臭効率

中子エリア

160

40

75.0％

鋳造エリア

4,000

500

87.5％

屋上

250

25

90.0％

樹脂の焦げた臭い、アンモニア臭、ホアルムアルデヒド臭
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C-TK

S-NE

S-NE

鋳造エリア消臭剤噴霧設備

中子エリア消臭剤噴霧設備 空間に軸流ファンで消臭剤噴霧

高濃度臭気をダクト内部で消臭対策前臭気発生状況 対策後臭気発生状況

海外
（中国）




